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本
の
半
分
の
自
治
体
が
消
滅
す
る

２
０
４
０
（
平
成
52
）
年
ま
で
に
自
治

体
の
半
分
が
「
消
滅
」
す
る
―
―
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
５
月
、
有
識
者
ら
で

つ
く
る
民
間
研
究
機
関
「
日
本
創
成
会
議
」

（
座
長：

増
田
寛
也
元
総
務
相
）
の
人
口
減

少
問
題
検
討
分
科
会
が
推
計
し
た
も
の
で

す
。
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入

や
少
子
化
が
止
ま
ら
な
け
れ
ば
、
全
国
１，

８
０
０
市
区
町
村
の
う
ち
、
約
半
数
に
あ

た
る
８
９
６
の
市
町
村
が
「
将
来
的
に
は

消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
内
容
を
公

表
し
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
人
口
減
少
問
題
は
、
今
に
始

ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
に
お

い
て
は
、
20
年
以
上
も
前
か
ら
、
少
子
化

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
な
お
止
ま
ら
な
い
の
が
全
国
規
模

の
人
口
減
少
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
で
す
。

社
会
が
豊
か
に
な
り
、
高
度
化
す
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
の
価
値
観
は
多
様

化
し
、
個
性
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族

の
あ
り
方
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。

次
の
世
代
に
、
誇
れ
る
ま
ち
「
長
浜
」

を
引
き
継
ぎ
た
い
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

「
長
浜
」
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

も
一
緒
に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

長
浜
市
の
人
口
推
移
と
将
来
予
測

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
、
５
月

１
日
現
在
12
万
１，
４
７
７
人
。
国
勢
調
査

で
は
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
を
ピ
ー
ク

に
年
々
減
少
し
て
お
り
、
45
年
後
の
２
０

６
０
（
平
成
72
）
年
に
は
、
８
万
５，

０

０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
ま

し
た
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

長浜からの挑戦
－人口減少問題を考える－

長浜からの挑戦
－人口減少問題を考える－

少
子
高
齢
化

本
市
の
人
口
動
態
の
特
徴
は
、
全
国
の

地
方
都
市
同
様
、
少
子
高
齢
化
で
す
。
年

少
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
は
低
下

す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
、
現

在
23
・
８
％
で
す
が
、
２
０
６
０
（
平
成

72
）
年
に
は
37
・
４
％
ま
で
上
昇
す
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
は
ど
う
し
て
減
る
の
？

人
口
が
減
る
の
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
自
然
減
で
す
。
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
よ
り
も
、
亡
く
な
る
人

が
多
い
と
「
自
然
減
」
と
な
り
ま
す
。
も

う
一
つ
は
社
会
減
で
す
。
仕
事
や
進
学
の

都
合
な
ど
社
会
的
な
活
動
に
よ
り
転
入
・

転
出
す
る
人
の
数
で
、
転
入
す
る
人
よ
り

も
、
転
出
す
る
人
が
多
い
と
「
社
会
減
」

と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
一
年
間
で
１，
１
１
０
人
が

減
少
し
て
い
ま
す
（
上
表
参
照)

人
の
流
れ

国
の
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
本

市
か
ら
は
、
東
京
・
大
阪
・
愛
知
と
い
っ

た
三
大
都
市
圏
へ
の
転
出
よ
り
も
、
米
原

市
や
彦
根
市
へ
の
転
出
が
上
回
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
県
南
部
へ
の
転
出
も
多
く

見
ら
れ
、
仕
事
そ
の
も
の
を
求
め
て
転
出

す
る
人
よ
り
も
、
通
勤
で
き
る
エ
リ
ア
で
、

よ
り
南
部
へ
居
住
地
を
求
め
て
い
る
人
が

多
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

人
口
が
減
る
と
ど
う
な
る
の
？

働
く
世
代
が
減
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
税
収
は
減
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
市

所
有
の
施
設
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
大
量
更

新
の
時
代
を
迎
え
ま
す
し
、
高
齢
化
の
進

展
と
と
も
に
介
護
や
医
療
費
が
増
え
、
身

近
な
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
財

政
負
担
が
増
え
、
次
の
世
代
に
そ
の
負
担

が
大
き
く
か
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
長
浜
市
戦
略

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
構

造
的
な
課
題
解
決
に
は
長
期
間
を
要
し
ま

す
。
本
市
で
も
こ
れ
ま
で
か
ら
様
々
な
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

「
長
浜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
（
案
）」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
皆

さ
ん
と
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、
危

機
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
は
い
い
け
ど
、
将
来
は
不
安

私
は
、
夫
と
子
ど
も
の
３
人
暮
ら
し
で

す
。
双
方
の
親
と
は
同
居
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
共
働
き
を
し
て
い
る
の
で
、
毎
日
子

ど
も
の
送
り
迎
え
な
ど
で
助
け
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
市
内
に
住
む
私
の
両

親
が
元
気
で
い
て
く
れ
ま
す
の
で
、
世
話

に
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
両
親
が
病

気
に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

り
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
不
安
に
な
り

ま
す
。

子
ど
も
も
２
人
は
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ば
か
り
は
授
か
り
も
の
な

の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

仕
事
を
し
た
い
人
、
子
ど
も
を
生
み
育

て
た
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
叶
う
長

浜
市
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
も
難
し
く
な
る

長
浜
駅
前
の
第
１
〜
９
連
合
は
、
市
内

の
中
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で

す
。
平
成
26
年
に
は
、
高
齢
化
率
が
30
％

を
超
え
ま
し
た
。
４，

２
０
０
あ
っ
た
世
帯

も
８
年
余
り
で
２
０
０
世
帯
が
無
く
な
り

ま
し
た
。

町
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
で

す
が
、
皆
が
一
様
に
少
子
高
齢
化
を
危
惧

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
問
題
が
全
て
で
す
。

担
い
手
が
い
な
い
た
め
、
自
治
会
運
営
や

ま
ち
づ
く
り
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

空
き
地
・
空
き
家
が
増
え
て
治
安
も
悪
く

な
り
ま
す
。
伝
統
文
化
の
継
承
も
難
し
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
深
刻
な
問
題
で
す
。

私
た
ち
も
自
助
・
共
助
の
役
目
は
し
っ

か
り
果
た
し
ま
す
が
、
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
は
公
助
が
必
要
で
す
。

何
年
も
前
か
ら
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
突
き
当
た
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
、
な
ん
と
か
歯
止
め
を

か
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長浜地区地域づくり協議会
会長　西川 英敏さん

近藤 愉美子さん
（下坂中町）
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※2010年以前は、1市8町の合計値(国勢調査)。2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所の推計値。 

■65歳以上 

■15～64歳 

■0～14歳 

年 度

出 生

死 亡

自然増減

転 入

転 出

社会増減

全体増減

H24

1,054

1,243

-189

3,329

4,011

-682

-871

H25

1,097

1,353

-256

2,996

3,709

-713

-969

H26

1,036

1,317

-281

2,950

3,779

-829

-1,110

自然増減・社会増減の推移
（単位：人）


